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委
員
会
報
告

桜
川
市
議
会
議
員
は
、
全
議
員
が
い
ず
れ
か
の
常
任
委
員
会
に
所
属
し
、
そ
れ
ぞ
れ
掲
げ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
審
査
し
て
い

ま
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
そ
の
審
査
内
容
や
各
委
員
会
の
活
動
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

　

佐
賀
県
武
雄
市
役
所
で
は
、
市

民
病
院
の
民
間
へ
の
事
業
移
譲
に

つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

武
雄
市
民
病
院
は
、
平
成
十
二

年
二
月
に
国
か
ら
国
立
療
養
所
武

雄
病
院
の
経
営
を
引
き
継
い
で
開

設
さ
れ
ま
し
た
が
、
平
成
十
六
年

か
ら
施
行
さ
れ
た
新
医
療
臨
床
研

修
制
度
に
よ
り
医
師
不
足
が
深
刻

化
し
、
市
民
病
院
経
営
は
赤
字
が

増
大
し
、
市
の
財
政
負
担
が
大
き

く
な
る
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

武
雄
市
民
病
院
経
営
検
討
委
員

会
を
設
置
し
、
市
議
会
の
市
民
病

院
問
題
調
査
委
員
会
の
審
議
を
経

て
、
平
成
二
十
年
五
月
に
市
民
病

院
改
革
ビ
ジ
ョ
ン
を
発
表
し
、
民

間
へ
の
事
業
譲
渡
を
決
定
、
七
月

に
は
市
民
病
院
移
譲
選
考
委
員
会

か
ら
市
民
病
院
の
優
先
交
渉
権
者

が
答
申
さ
れ
、
市
議
会
で
譲
渡
す

公
立
病
院
の
民
間
へ
の
事
業
移
譲

る
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

移
譲
を
受
け
た
医
療
法
人
は
平

成
二
十
二
年
二
月
に
﹁
新
武
雄
病

院
﹂
と
し
て
開
設
し
、
平
成
二
十

三
年
六
月
に
は
、
新
た
に
国
道
沿

い
に
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
備
え
た

八
階
建
て
の
﹁
新
武
雄
病
院
﹂
を

建
設
し
ま
し
た
。﹁
二
十
四
時
間

三
六
五
日
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

医
療
が
受
け
ら
れ
る
体
制
が
確
立

さ
れ
ま
し
た
﹂
と
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

武
雄
市
で
は
、
市
長
と
議
会
が

一
体
と
な
っ
て
推
進
し
た
病
院
改

革
に
よ
り
、
市
民
の
健
康
と
命
を

守
る
行
政
の
重
要
性
を
感
じ
た
研

修
で
し
た
。

重
要
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
地
区
の
取
り
組
み

　

鹿
児
島
県
南
九
州
市
で
は
、
知

覧
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
の
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
財
課
の
課
長
及
び
担
当
者

か
ら
、
昭
和
五
十
六
年
に
重
伝
建

地
区
の
選
定
を
受
け
た
こ
と
や
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度

の
導
入
、
地
区
内
の
街
路
整
備
、

知
覧
特
攻
平
和
会
館
の
建
設
等
が

同
じ
町
長
の
時
代
に
実
施
さ
れ
た

こ
と
、
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
は
隣
接
し
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
一
緒
に
Ｐ
Ｒ
す

る
な
ど
連
携
し
て
お
り
、
長
期
的

な
視
点
で
整
備
さ
れ
て
き
た
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
観
光
施
設
等
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
重
伝
建
地
区

の
活
性
化
を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
で
は
、
公
共

下
水
道
接
続
率
の
向
上

に
つ
い
て
行
政
視
察
研

修
を
行
い
ま
し
た
。

　

横
手
市
で
は
、
公
共
下

水
道
の
接
続
率
向
上
を

推
進
す
る
に
当
た
り
、
各

家
庭
を
戸
別
訪
問
し
、
未

接
続
の
世
帯
に
は
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

そ
の
結
果
約
四
割
が
資

金
不
足
に
よ
る
未
加
入

者
と
の
こ
と
で
し
た
。
こ

の
よ
う
な
経
緯
か
ら
横

手
市
で
は
、
期
間
限
定
で

新
規
に
下
水
道
へ
接
続

す
る
方
に
は
、
使
用
料
が

三
ヵ
月
無
料
に
な
る
減

免
制
度
、
水
洗
化
等
改
造

資
金
融
資
斡
旋
制
度
︵
利

子
は
全
額
市
負
担
︶
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施

し
、
公
共
下
水
道
の
接
続

率
向
上
を
推
進
し
た
結

果
、
接
続
率
が
向
上
し
た

そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
方
か

ら
は
大
変
好
評
で
あ
り
、

平
成
二
十
三
年
四
月
か

ら
新
優
遇
制
度
と
し
て

ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
受
益
者
負
担
金

の
猶
予
・
減
免
に
つ
い
て

は
市
独
自
の
制
度
と
し

て
、
住
居
と
同
一
敷
地

内
に
一
〇
〇
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
の
耕
作
地
が

あ
っ
た
場
合
、
耕
作
面
積

分
を
猶
予
す
る
︵
花
壇
・

庭
は
、
対
象
外
︶
こ
と
な

ど
、
桜
川
市
に
は
定
め
て

い
な
い
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、受
益
者
負
担
金
・

分
担
金
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
の
旧
市
町
村
の
金

額
を
継
承
し
て
お
り
、
平

成
二
十
四
年
七
月
に
統

一
す
る
よ
う
広
報
紙
や

住
民
説
明
会
等
で
周
知

し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

桜
川
市
の
下
水
道
事

業
は
長
期
計
画
で
も
あ

り
ま
す
の
で
、
効
率
的
な

汚
水
処
理
事
業
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
経
済
比

較
や
、
地
域
特
性
を
十
分

考
慮
し
た
事
業
の
推
進

が
望
ま
れ
ま
す
。

公
共
下
水
道
接
続
率
向
上
推
進
へ

建
設
経
済
常
任
委
員
会

委
員
長 

川
那
子
秀
雄　

副
委
員
長 

仁
平 

実

委　

員 

塚
本 

明
・
増
田 

昇
・
潮
田
新
正
・
皆
川
光
吉
・
中
川
泰
幸

　

当
委
員
会
で
は
、
美
瑛

町
の
﹁
日
本
で
最
も
美
し

い
村
﹂
の
取
り
組
み
を
中

心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り

と
、
岩
見
沢
市
の
駅
前
整

備
事
業
に
つ
い
て
行
政

視
察
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

　

岩
見
沢
市
で
は
、
当
初

の
駅
前
広
場
の
整
備
事

業
だ
け
で
し
た
が
、
平
成

十
二
年
に
駅
舎
が
火
災

に
よ
り
焼
失
。そ
こ
か
ら
、

新
駅
舎
整
備
事
業
が
ス

タ
ー
ト
し
、
駅
舎
再
建
に

当
た
り
﹁
中
心
市
街
地
活

性
化
計
画
﹂
に
呼
応
す
る

設
計
案
を
、
市
と
の
共
同

に
よ
る
公
募
型
コ
ン
ペ

で
募
集
し
、
三
七
六
点
の

応
募
の
中
か
ら
最
優
秀

作
品
一
点
が
選
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

施
設
内
の
市
民
交
流

施
設
に
は
、
市
の
機
関
を

は
じ
め
、
市
民
団
体
や
地

元
大
学
ま
で
入
居
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
や
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る

ほ
か
、
跨
線
歩
道
橋
内
で

は
子
ど
も
た
ち
の
﹁
遊
び

の
広
場
﹂
の
設
置
や
、
ス

ク
ー
ル
バ
ン
ド
に
よ
る

演
奏
会
等
、
地
域
交
流
の

拠
点
と
し
て
そ
の
役
割

を
十
分
に
果
た
し
て
い

ま
し
た
。

　

桜
川
市
で
も
、
岩
瀬
駅

跨
線
歩
道
橋
と
、
駅
舎
の

橋
上
化
事
業
計
画
が
動

き
始
め
、
さ
ら
に
、
新
た

に
市
民
交
流
機
能
を
取

り
入
れ
た
図
書
館
の
計

画
も
浮
上
し
て
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
か
ら
事
業
を
進

め
る
場
合
は
、
議
会
、
関

係
機
関
と
の
十
分
な
協

力
体
制
を
確
立
し
て
、
事

に
当
た
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。ま
た
、

市
民
の
理
解
を
得
て
、
協

働
で
事
業
に
取
り
組
む

こ
と
に
よ
り
、
市
民
か
ら

愛
さ
れ
、
支
持
さ
れ
る
施

設
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

駅
前
整
備
事
業
を
視
察

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長 

橋
本
位
知
朗　

副
委
員
長 

岩
見
正
純

委　

員 

高
田
重
雄
・
相
田
一
良
・
増
田 

豊
・
市
村 

香
・
菊
池
伸
浩
・
鈴
木
裕
一

文教厚生常任委員会では、４つの所管（保健福祉部、福祉事務所、教育委員会、公民館活動）

に属する事項を調査・審査します。

飯島重男委員長

視

察

日　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
三
日︵
木
︶〜
十
五
日︵
土
︶

視

察

先　

佐
賀
県
武
雄
市
・
鹿
児
島
県
南
九
州
市

出
席
委
員　

七
名

視

察

日　

平
成
二
十
三
年
十
月
十
八
日︵
火
︶〜
二
十
日︵
木
︶

視

察

先　

北
海
道
上
川
郡
美
瑛
町
・
岩
見
沢
市

出
席
委
員　

五
名

視

察

日　

平
成
二
十
三
年
十
一
月
七
日︵
月
︶〜
九
日︵
水
︶

視

察

先　

宮
城
県
塩
釜
市
・
秋
田
県
横
手
市

出
席
委
員　

六
名

委員会報告は、シリーズで毎号順番に１つの委員会を大きく取り上げて紹介します。


